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＜連絡事項＞
・手指消毒液についてお願いです。（庶務より）
　現在、手指消毒液は、在庫が品薄状態になっており、500ｍｌ容器での納品が品薄です。

　そのため、5L容器での購入ができました。そこで、500ｍｌ容器がありませんので、現在使用している、エタプラスの容器に詰め替えて使用します。容器が空になったら、発注して、庶務に持って来てください。

・ゴールデンウィーク中の医師の勤務が変更になりましたので、再度ご連絡いたします。

【変更箇所】

　5/4（月）当直：金Dr→深澤院長　

　5/5（火）日直：金Dr→深澤院長

＜患者様連絡事項＞
・齋藤　志郎様～自宅での受け入れ態勢整った事から、10:50東病棟Aユニット11号室から自宅へ退院となる。
・信田　あかり様～自宅での受け入れ態勢整った事から、15：00東病棟Aユニット15号室から自宅へ退院となる。
・川村　みせ様～南風苑入所の為、10：30東病棟Bユニット1号室から退院となる。
・松川　照男様～5/1（金）　14：00～14：30　FAB

5/4（月）　14：00～15：00　WAB失語症検査

　　　　　　　
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。衣類や容姿についての話し掛け多いが、妄想発言はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～飲水ペースが早く声掛け要すが、不満の訴えはない。妄想発言なく余暇時は音楽を聴きながら、書き物をして過ごす。
・木村　格治様～朝食2/3摂取。腹部のもやもや感持続との事。環境に対する不満訴えや、高圧的な言動なく臥床して過ごす。
・飯岡　裕子様～トイレ移動以外は自室で過ごす。腰痛や下肢の疼痛は自制内で経過。悲観的言動なし。
・工藤　禮子様～余暇時は臥床して過ごしており、帰宅要求や不穏さは見られない。
・上田　恭子様～余暇時ホールでテレビを見て過ごす。帰宅要求や他室侵入、不穏さはない。家族様来院され、必要書類はお渡ししている。
・北上　やゑ様～朝食数口、昼食1/4摂取。微熱ありクーリング継続。血圧高値見られている。うっすら開眼しているが発語はない。点滴トラブルなく経過。
・馬渡　澄雄様～朝食全量摂取。体動活発さ見られ、上着やズボンに手を突っ込んでいる。午後、弄便行為あり介入している。
・舘合　寛様～朝食全量摂取だが、汁物でむせ込み見られている。栄養へ連絡し、

昼より汁物はトロミ付き、牛乳→ヨーグルト、パン禁、麺禁に変更。　　昼食むせ込みなく全量摂取。本人様は大声をあげることは過度とならず、対面時穏やか。
・木村　文隆様～11：43東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。バイタル異常なし。昼食は落ち着かず、立ち歩き見られ数口のみの摂取。ドアノブ弄り見られるが切迫した様子や易怒性はない。

・田中　こよ様～10：00酸素飽和度90％。Dr報告し、酸素2Ⅼ/分で開始となる。以後、マスク外し頻回に見られ、都度介入要している。体温38.1℃に上昇したが、クーリング、掛物調整で解熱されている。体動あるが、危険行為無く経過。
＜田名部Dr診察情報＞
・立花　圭様～定期薬同内容で14日分処方。
・安達　貴浩様～定期薬同内容で14日分処方。
・袴田　将志様様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小笠原　久年様～排便5日ない為ケンエーG浣腸1本処方。定期薬同内容で14日分処方。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・丹内　栄子様～迷惑行為ありアリピプラゾール(6)1T　1×夕食後　増薬となる。
・杉澤　恵子様～手の痺れ訴えメコバラミン錠５００μｇ　3T　3×毎食後　増薬となっている。
・久保　興介様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小向　静江様～左手第3指に潰瘍ありゲンタマイシン軟膏処方となる。臨時薬は同内容にて7日分処方。
・藤井　孝蔵様～定期薬同内容で14日分処方。イソジンシュガーパスタ1本処方。
・高橋　登様～アリピプラゾール中止となる。他同内容で7日分処方。
・見附　勝博様～臨時薬同内容で7日分処方。主治医よりアルコールプログラムレクチャー15実施。
・阿部　勉様～臨時薬同内容で7日分処方。主治医よりアルコールプログラムレクチャー15実施。
・馬渡　澄雄様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.4.30　　11：43

氏　　名：木村　文隆（きむら　ふみたか）様

生年月日：昭和14年11月19日（80）

病　　名：中等度アルツハイマー型認知症

性　　別：男性

主治医　：金Dr（サポート医：田名部Dr）

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Ｃユニット

　

(経過）

現在、妻と義母との３人暮らし。もの忘れがるためH26年五戸総合病院を初診。諸検査実施しアルツハイマー型認知症の診断を受けている。　妻は仕事のため日中は義母と二人で過ごしていたがH30年頃より食事を摂ったことを忘れ何度も要求したり易怒的となる状態が認められ五戸総合病院より専門医療機関の受診を勧められ、R1.4.18当院初診。

  その後当院に通院し薬物療法実施。妻の仕事の都合のため受診期間が空き、R1.5月の外来以降受診していなかったが易怒性が増しR1.9月に再度受診。薬剤調整・介護申請行

いデイサービスの導入もされ安定した生活を送っていた。

　R2.2月頃より隣町まで徘徊し警察に保護されることや同居している義母に対し怒鳴る、デイサービスのスタッフに対しても易怒的さ認めている。上記から3/31当院への入院を希望されていたが、金銭面の不安から4/22は外来受診としていた。しかしその後も上記症状は持続しており自宅対応困難の為、症状改善目的にてR2.4.30東病棟へ医療保護入院となる。

